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Abstract 
Individuals commonly move their bodies freely while listening to music. In recent years, many researchers have 
investigated the relationship between music and physical movements. Contemporary dancers move freely during 
improvised performances. Contemporary dancers move based on their own physical intuition. The dancer’s 
physical intuition is influenced by the surrounding environment including music. In this study, we conducted 
observation and interviews focusing on the selection of music during a warm-up period among contemporary 
dancers. The music selected by contemporary dancers during warm-up was divided into two functional roles. 
First, some dancers preferred music that enabled the dancer to concentrate on their own physical movement. In 
mental training for athletes, concentrating on music is commonly practiced to increase general concentration. 
Second, some dancers preferred music that directly affected physical movement. In this case, the dancer perceived 
and was sensitive to the music, and reflected it in their physical movement. The ability to perceive and sense 
music is considered to constitute musical literacy. In addition, musical literacy also includes the sense of pitch, 
sense of tone, adjustment, rhythm, and listening ability, forming the basis of various types of music-related 
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コンテンポラリーダンサー（以下 A 氏） 















A 氏ははじめ，無音の状態で柔軟等のストレッチをしていたが，途中からスタジオにあった CD を流し
ながらウォーミングアップをはじめた。 
A 氏が選択した CD は，『Studio Series Intuition Vol.5』であった。これは，ロイヤル・アカデミー・オブ・
ダンスのレッスン CD であり，多くのバレエスタジオのレッスンで用いられている。バレエ音楽をはじめ，





Intuition Vol.5』の CD の収録曲は表 1 のとおりで，バレエの基礎練習 2に即してトラックが組まれている。 
 
 
以下，観察に基づいた A 氏の動きを時系列に沿って記述する。尚，見出しは使用楽曲を示している。 
 
ウォーム・アップ 1『この素晴らしき世界』（トラック 1） 
ウォーム・アップ 2『テンダリー』（トラック 2） 
床に仰向けに寝て，ゆっくりと深い深呼吸をする。その後，足を数センチ床から離して一定時間キープ
する。深呼吸のタイミングや足の動きに関するタイミングと，曲の拍感とが一致している訳ではない。た
だし，次の体勢に移る際は，4 小節か 8 小節ごとの曲の区切れ目であった。尚，トラック 1 とトラック 2
の間の無音の時間も同様の活動を続けた。 
 
プリエ 1『「禁じられた遊び」よりロマンス』（トラック 3） 
図 1 のとおり，2 小節，2 小節，2 小節，2 小節，8 小節の間隔でプリエ 3 を行う。2 小節かけてドゥミ・
プリエを 4 回，8 小節かけてグラン・プリエを 1 回行う。尚，2 小節間の前奏は動かずにメロディが始まる
のを待っている。 
 
1 ウォーム・アップ1 この素晴らしき世界 31 ポール・ドゥ・ブラ ナンナの歌
2 ウォーム・アップ2 テンダリー 32 タンデュ 優しきフランス
3 プリエ1 「禁じられた遊び」より　ロマンス 33 ピルエット1 「ハレルキナーダ」より　ポロネーズ
4 プリエ2 バット・ノット・フォー・ミー 34 ピルエット2 「ドリアード」より　マズルカ
5 バットマン・タンデュ（slow） 7月9日（タンゴ） 35 ピルエット3 あなたが欲しい
6 バットマン・タンデュ（slow） マリオネットの葬送行進曲 36 ピルエット4 ゆかいに歩けば
7 バットマン・タンデュ（medium） 「三文オペラ」より　マック・ザ・ナイフ 37 アダージュ 「ラ・ボエーム」より　ムゼッタのワルツ
8 バットマン・タンデュ（medium） 「オクラホマ！」より　美しい朝 38 アダージュ ハイランド・カテドラル
9 バットマン・タンデュ（fast） 太陽が帽子をかぶってる
10 バットマン・タンデュ（fast） キープ・ヤング・アンド・ビューティフル
11 バットマン・グリッセ アイ・ケイム・アイ・ソウ・アイ・コンガ 39 プティ・アレグロ ファティニッツァ（スッペのオペラより）
12 バットマン・ジュテ ジングルベル 40 プティ・アレグロ ゲット・ハッピー
13 バットマン・ジュテ 自由の鐘 41 ミィデアム・アレグロ ティコ・ティコ
14 ロン・ドゥ・ジャンプ・ア・テール ホワットル・アイ・ドゥ 42 ミィデアム・アレグロ 「眠れる森の美女」より　サファイアの精
15 ロン・ドゥ・ジャンプ・ア・テール 「雨に唄えば」より　ウッド・ユー 43 ミィデアム・アレグロ 「ハレルキナーダ」より　ワルツ
16 バットマン・フォンデュ 「8つの異国風舞曲」より　バイヨン 44 ミィデアム・アレグロ 「ジゼル」ペザント・パ・ド・ドゥ　より　男性のソロ
17 バットマン・フォンデュ サンタ・ルチア 45 グラン・アレグロ 「眠れる森の美女」より　青い鳥の男性のソロ
18 バットマン・フラッペ 「オリバー！」より　すばらしい食べ物 46 グラン・アレグロ 「ディアナとアクテオン」より　コーダ
19 バットマン・フラッペ 「シンデレラ」より　アーギュメントのシーン
20 ロン・ドゥ・ジャンプ・ア・テール 踊る仔猫
21 ロン・ドゥ・ジャンプ・ア・テール パダン・パダン 47 ポワント・ワーク 「10のエチュード」より　ラグタイムのベース
22 プティ・バットマン 「メリー・ポピンズ」より　お砂糖ひとさじで 48 ポワント・ワーク 「眠れる森の美女」より　青い鳥の女性ヴァリエーション
23 プティ・バットマン パーディ・ソング 49 ポワント・ワーク 「ハレルキナーダ」より　ポルカ
24 アダージュ すべての山に登れ 50 ポワント・ワーク 「パキータ」より　女性のソロ
25 アダージュ 悲しきワルツ 51 フィナーレ 「白鳥の湖」より　コーダ
26 グラン・バットマン ブーム・ア・デイジー 52 クール・ダウン 虹の彼方に







表 1 Studio Series Intuition Vol.5 収録曲 










収録曲が書いてある CD の裏面を見ながら，トラック 24




























次に，使用した CD である『Studio Series Intuition Vol.5』についてである。コンテンポラリーダンスのウ
ォーミングアップにおいて，クラシックバレエの基礎練習を用いなければならないという決まりはない。







図 1 プリエのタイミング 
図 2 タンデュのタイミング 
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まず，最初のウォーム・アップ 1『この素晴らしき世界』（トラック 1）とウォーム・アップ 2『テンダ
リー』（トラック 2）についてである。ロイヤル・アカデミー・オブ・ダンスの『Studio Series Intuition』の
レッスン CD のシリーズは，上述したとおりクラシックバレエの基礎練習に即してトラックが組まれてお
り，最初の 2 曲か 3 曲は必ずウォーム・アップ用となっている。そのため A 氏は，特に曲目を意識するこ
となく最初の 2 曲を流したとのことである。実際の様子を観察していても，たしかに音楽の拍に同期して
動くなどといった，直接的に音楽が身体の動きに影響する動きはしておらず，曲は BGM のように流れて
いるという印象であった。また，トラック 1 とトラック 2 の間の無音の時間も同様の活動を続けたことか
らも，音楽の例えばリズムの要素などが直接的に身体の動きに関係していないことは明らかである。あく













なった。単純に拍数だけで考えると 4 小節ずつの 4 つのま
とまりと捉えるのが自然であるが，A 氏は 4 小節ずつの 2






覚を身体が覚えているため，A 氏は図 3 のようにフレーズ
を捉えていることが考えられる。 
次に，バットマン・タンデュ（fast）『太陽が帽子をかぶってる』についてである。これは 4 分の 2 拍子
の軽快な音楽であるが，A 氏にこの曲の拍子を尋ねたところ，拍子は分からないとのことであった。たし
かに言語的な知識として拍感を把握する必要はないが，何を拠り所にして観察したような動きになってい









トラック 24 の『すべての山に登れ』と，トラック 25『悲しきワルツ』を聴き比べている。どのような基































図 4 図 5 












































6 2 小節かけてドゥミ・プリエを 4 回行い，8 小節かけてグラン・プリエを行うといったもの。 
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